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百万円未満切捨て

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 26,715 △5.7 1,585 △16.5 1,617 △14.2 1,034 △13.3

2021年３月期第３四半期 28,323 9.4 1,898 41.8 1,885 43.8 1,193 51.9

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 1,043百万円（△10.7％） 2021年３月期第３四半期 1,168百万円（55.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 22.93 22.73

2021年３月期第３四半期 30.73 30.41

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第３四半期 36,509 12,801 34.8 281.12

2021年３月期 32,649 12,152 36.9 267.80

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 12,698百万円 2021年３月期 12,049百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 5.00 － 6.00 11.00

2022年３月期 － 6.00 －

2022年３月期（予
想）

6.00 12.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 39,000 0.5 2,350 △22.8 2,300 △22.1 1,500 △23.0 33.28

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 45,795,000株 2021年３月期 45,795,000株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 622,596株 2021年３月期 802,596株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 45,104,332株 2021年３月期３Ｑ 38,823,637株

※  注記事項

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料Ｐ.8「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変

更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスのワクチン接種の普及により活動制限

も緩和され、経済活動の再開が期待されますが、感染力の強い変異株が新たに確認される等、先行きは依然とし

て不透明な状況にあります。

当社グループの主力事業である建設業界におきましては、社会インフラの老朽化への対処が社会的に重要な課

題となっており、その中でも当社グループの手掛けるＰＣ橋梁では、国や地方自治体の主導で防災・減災、国土

強靱化のための５か年加速化対策において道路施設の老朽化対策・高規格道路のミッシングリンク解消及び４車

線化、高規格道路と直轄国道とのダブルネットワーク化等による道路ネットワークの機能強化対策等の施策を行

うことが予定されております。このような状況下、建設業界では公共投資及び民間企業の建設投資は持ち直しの

動きが見られ、堅調に推移する一方、受注競争も激化いたしました。

当社グループにおきましては、主要事業である建設事業において新型コロナウイルス感染症が、将来の工事の

進捗や工事進行基準の計算要素である工事原価総額に影響を及ぼす可能性があります。ただし、現時点において

顕在化した工事はありません。また、その他の事業分野でも深刻な影響は生じておりません。

このような情勢の下、当第３四半期連結累計期間の売上高は26,715百万円（前年同期比5.7％減）、営業利益は

1,585百万円（前年同期比16.5％減）、経常利益は1,617百万円（前年同期比14.2％減）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は1,034百万円（前年同期比13.3％減）となりました。

なお、当社グループは、通常の営業の形態として下期に完成する工事の割合が大きく、経営成績に季節的変動

があります。

　セグメントの経営成績は、次のとおりであります。なお、金額にはセグメント間取引を含めております。

（建設事業）

　建設事業におきましては、近年、床版取替工事の大型受注が受注高の多寡に大きく影響する傾向にあります。

前年同期に中国自動車道の床版取替工事で大型受注があった影響で、当第３四半期連結累計期間の受注高は

16,761百万円（前年同期比45.1％減）と落ち込み、手持工事高は45,145百万円（前年同期比10.4％減）となりま

した。

　売上高は受注減の影響により23,199百万円（前年同期比5.7％減）となり、セグメント利益は2,435百万円（前

年同期比0.3％減）となりました。

（製品販売事業）

製品販売事業におきましては、当第３四半期連結累計期間の受注高は3,300百万円（前年同期8.5％減）とな

り、売上高は3,377百万円（前年同期比11.6％減）、セグメント利益は採算性の高い製品製造の減少により162百

万円（前年同期比44.9％減）となりました。
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（情報システム事業）

　情報システム事業におきましては、新型コロナウイルスの影響から当社グループで担うソフトウエアの受託開

発事業及び派遣事業は依然、先行きが不透明となっております。

新型コロナウイルスによる取引先での受入れ抑制傾向から当第３四半期連結累計期間の売上高は252百万円（前

年同期比4.4％減）、セグメント損失は21百万円（前年同期はセグメント損失4百万円）となりました。

（不動産賃貸事業）

不動産賃貸事業におきましては、当社保有の極東ビルディングにおいて、事務所賃貸ならびに一般店舗・住宅

の賃貸管理のほか、グループ会社の拠点として、当社が一括して賃借した事務所を各グループ会社に賃貸してお

り、安定した売上高を計上しております。

当第３四半期連結累計期間の売上高は131百万円（前年同期比0.6％増）、セグメント利益は82百万円（前年同

期比4.3％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

財政状態につきましては、当第３四半期連結会計期間末の総資産は36,509百万円となり、前連結会計年度末比

3,860百万円の増加となりました。その主な要因は、商品及び製品が354百万円、未収入金が290百万円それぞれ減

少したものの、受取手形・完成工事未収入金等が3,909百万円、現金預金が434百万円、それぞれ増加したことに

よるものであります。

負債合計は未払法人税等が692百万円、支払手形・工事未払金等が378百万円、預り金が361百万円、電子記録債

務が168百万円、その他流動負債が775百万円、それぞれ減少したものの、借入金残高が3,950百万円、未成工事受

入金が1,500百万円、賞与引当金が179百万円、それぞれ増加したことにより、前連結会計年度末比3,210百万円増

加の23,707百万円となりました。なお、有利子負債の残高は前連結会計年度末より3,950百万円増加の13,300百万

円となりました。

純資産は、株主配当540百万円に対し、親会社株主に帰属する四半期純利益1,034百万円の計上、及び会計方針

の変更による累積的影響57百万円等により、前連結会計年度末比649百万円増加の12,801百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期の連結業績予想につきましては、2021年５月14日に公表いたしました業績予想から修正は行って

おりません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 2,730 3,165

受取手形・完成工事未収入金等 19,776 23,685

未成工事支出金 635 638

商品及び製品 1,392 1,038

仕掛品 97 150

材料貯蔵品 116 149

未収入金 1,902 1,612

その他 17 40

流動資産合計 26,669 30,480

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 2,314 2,427

土地 2,081 2,201

その他（純額） 790 601

有形固定資産合計 5,186 5,231

無形固定資産 95 94

投資その他の資産

投資有価証券 410 427

繰延税金資産 152 141

その他 158 157

貸倒引当金 △24 △24

投資その他の資産合計 698 702

固定資産合計 5,980 6,028

資産合計 32,649 36,509

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 4,572 4,193

電子記録債務 2,267 2,099

短期借入金 5,300 10,300

１年内返済予定の長期借入金 1,300 1,000

未払法人税等 748 55

預り金 1,039 677

未成工事受入金 829 2,329

賞与引当金 － 179

工事損失引当金 148 127

完成工事補償引当金 18 18

その他 1,374 598

流動負債合計 17,597 21,580

固定負債

長期借入金 2,750 2,000

その他 149 127

固定負債合計 2,899 2,127

負債合計 20,497 23,707

純資産の部

株主資本

資本金 3,114 3,114

資本剰余金 2,776 2,794

利益剰余金 6,386 6,937

自己株式 △318 △247

株主資本合計 11,958 12,598

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 90 100

その他の包括利益累計額合計 90 100

新株予約権 103 103

純資産合計 12,152 12,801

負債純資産合計 32,649 36,509
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 28,323 26,715

売上原価 24,606 23,184

売上総利益 3,716 3,530

販売費及び一般管理費 1,817 1,945

営業利益 1,898 1,585

営業外収益

受取利息及び配当金 6 6

スクラップ売却益 10 42

その他 20 23

営業外収益合計 37 72

営業外費用

支払利息 34 25

工事保証料 16 15

その他 0 0

営業外費用合計 50 41

経常利益 1,885 1,617

税金等調整前四半期純利益 1,885 1,617

法人税、住民税及び事業税 839 603

法人税等調整額 △147 △20

法人税等合計 692 582

四半期純利益 1,193 1,034

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,193 1,034

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 1,193 1,034

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △24 9

その他の包括利益合計 △24 9

四半期包括利益 1,168 1,043

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,168 1,043

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

- 7 -

㈱ビーアールホールディングス　（1726）　2022年３月期　第３四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより一定の条件の工事については、履行義務を充足する際に発生する費用のうち、回収が見込まれる金

額で収益を認識する方法（「原価回収基準」）に変更しております。また、製品販売事業において、製造請負に

該当する事業については、従来履行義務の完了時に収益を認識しておりましたが、原則として義務の履行につれ

収益を認識するよう変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は491百万円、売上原価は510百万円それぞれ増加し、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ18百万円減少しております。また、利益剰余金の当期首

残高は57百万円増加しております。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載して

おりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、当第３四半期連結会計

期間に係る四半期連結財務諸表への影響はありません。

（追加情報）

（賞与引当金の計上基準）

従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。

なお、連結会計年度末においては、連結会計年度末までの支給対象期間に対応する賞与は、確定賞与として処

理することとなっているため発生いたしません。

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱いの適用）

当社及び国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設された

グループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目につ

いては、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報

告第39号　2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第28号　2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改

正前の税法の規定に基づいております。
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（単位：百万円）

建設事業
製品販売事

業
情報システ

ム事業
不動産賃貸

事業
合計

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

売上高

外部顧客への売

上高
24,601 3,516 173 32 28,323 － 28,323

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ 305 90 98 494 △494 －

計 24,601 3,821 264 130 28,818 △494 28,323

セグメント利益又

は損失（△）
2,443 295 △4 86 2,821 △922 1,898

（単位：百万円）

建設事業
製品販売事

業
情報システ

ム事業
不動産賃貸

事業
合計

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

売上高

外部顧客への売

上高
23,199 3,318 166 31 26,715 － 26,715

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ 59 86 100 246 △246 －

計 23,199 3,377 252 131 26,961 △246 26,715

セグメント利益又

は損失（△）
2,435 162 △21 82 2,660 △1,074 1,585

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自  2020年４月１日  至  2020年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△922百万円には、セグメント間取引消去０百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△922百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自  2021年４月１日  至  2021年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,074百万円には、セグメント間取引消去０百万円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△1,074百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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報告セグメントの名称 受注高（百万円） 前年同期比（％）

建設事業 16,761 54.9

製品販売事業 3,300 91.5

情報システム事業 340 100.6

不動産賃貸事業 131 100.6

合計 20,534 59.3

報告セグメントの名称 販売高（百万円） 前年同期比（％）

建設事業 23,199 94.3

製品販売事業 3,318 94.4

情報システム事業 166 95.8

不動産賃貸事業 31 97.1

合計 26,715 94.3

相手先

前第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

至　2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年12月31日）

金額 (百万円) 割合（％） 金額 (百万円) 割合（％）

高速道路会社 8,215 29.0 10,241 38.3

鉄道建設・運輸施設整備支援機構 3,650 12.9 2,901 10.9

国土交通省 3,149 11.1 － －

３．補足情報

生産、受注及び販売の状況

（１）受注実績

　当第３四半期連結累計期間における受注実績を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　（注）１．上記金額には消費税等は含まれておりません。

（２）販売実績

　当第３四半期連結累計期間における販売実績を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　（注）１．セグメント間取引については相殺消去しております。

２．主な相手先の販売実績と総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

　なお、当第３四半期連結累計期間の「国土交通省」は、当該割合が100分の10未満のため記載を省略してお

ります。

３.　上記金額には消費税等は含まれておりません。

- 10 -

㈱ビーアールホールディングス　（1726）　2022年３月期　第３四半期決算短信


